
実証時期 2022/1/25（火）

実証内容

 ロボットの誘導による入院患者への案内、テレプレゼンス機能を用い
た看護師からの説明を行う。（入院患者役はダミーとする）

 複数のロボットを一元管理するシステムによってロボットの制御を行い、
使い勝手について、医療従事者からフィードバックをいただく。

課題

病棟において、病室や検査室への入院患者の案内・説明に看護師の
対応が必要となっている。
また、将来的に異種複数のロボットが院内で稼働する際、ロボットの管理
や利用時に手間の発生が想定される。

期待される効果
 入院患者への案内時間、現地での説明の時間削減による看護師

の業務効率向上。
 ロボットの一元管理による、ロボット管理の効率化。

実証フロア 本棟4階

ロボット名 Temi (左)、Ohmni robot （右）
（ロボットシステム
：デジタルツインロボット制御システム
「TransBots」）

看護業務支援ロボット

異種複数ロボットを一元管理・制御可能な
システム「TransBots™」の管理画面の一例
（凸版印刷株式会社HPより引用）
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